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○ 身体活動・運動

●定期的な運動（週2回以上）を行っている人の割合は、
男女とも25〜44歳の年齢層が他の年齢層より低い傾向にある。
（男性25.4％、女性23.1％）
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出典：京都市健康づくり・口腔保健・食育に関するアンケート（令和3・5年度）

定期的な運動（週2回以上）を行っている人の割合
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○ （参考）定期的な運動を行わない理由

●定期的な運動（週2回以上）を行わない理由としては、「時間が取れないか
ら（37.6％）」、「めんどうだから（32.4％）」、「取り組むきっかけがな
いから（22.8％）」が高い。

出典：京都市健康づくり・口腔保健・食育に関するアンケート（令和3・5年度）
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○ 糖尿病

●男女ともに、糖尿病の有病者・予備群は加齢とともに増加。

＊糖尿病有病者（糖尿病が強く疑われる者）：HbA1c6.5%以上または糖尿病治療中
＊糖尿病予備群（糖尿病の可能性を否定できない者）：HbA1c6.0〜6.4%（糖尿病治療中を除く）
＊年齢区分「75〜79歳」は、当該年度内に75歳になった者を示す

出典：京都市国保特定健康診査（令和5年度）

糖尿病有病者、予備群の割合（年齢別）
有病者 予備群



55.3%

17.2%
22.7%

35.8%
46.6%

51.7%
60.2%

65.7% 66.4%

40.9%

6.8% 10.9%
17.2%

24.3%
30.5%

42.0%
53.9%

58.9%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

0-
全

年
齢

40
-4

4歳

45
-4

9歳

50
-5

4歳

55
-5

9歳

60
-6

4歳

65
-6

9歳

70
-7

4歳

75
-7

9歳

0-
全

年
齢

40
-4

4歳

45
-4

9歳

50
-5

4歳

55
-5

9歳

60
-6

4歳

65
-6

9歳

70
-7

4歳

75
-7

9歳

1:男性 2:女性

○ 循環器病

●男女ともに、循環器病の危険因子である高血圧は、加齢とともに増加。

＊高血圧有病者：高血圧治療中または未治療の血圧140/90mmHg以上の者
＊年齢区分「75〜79歳」は、当該年度内に75歳になった者を示す

出典：京都市国保特定健康診査（令和5年度）

高血圧有病者の割合（年齢別）



●肥満に該当する男性の割合は、40歳以降高くなる。
（40歳代31.9％、50歳代24.7％、60歳代31.7％）

出典：京都市健康づくり・口腔保健・食育に関するアンケート（令和5年度）
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○ 肥満の状況



●本市・府ともに、一日の野菜摂取量が国の目標（350ｇ）を下回っている。
また、一日の食塩摂取量は国の目標（７ｇ未満）を上回っている。

出典：令和4年京都府民健康・栄養調査

○ 野菜摂取量・食塩摂取量の状況



○ 特定健診

● 京都市国保における特定健診受診率が政令市平均に比べて低い。

出典：京都市国保特定健康診査結果（令和元年〜令和5年度）
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○ がん検診

出典：令和４年国民生活基礎調査

●胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん検診において、
全国平均と比較して受診率が低い。
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○ がん検診を受診した理由

●がん検診を受けたきっかけ（複数回答）
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○ がん検診を受診しなかった理由

●がん検診を受けなかった理由（複数回答）



課題に対する取組
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○ 市民ぐるみ運動 プラスせんぽ（身体活動・運動）

運動時間を確保しづらい現役世代でも、通勤や、昼休み、買い物等、あらゆる場面
で気軽に取り入れることができ、幅広い年齢層を対象とした集団で展開できることか
ら、「歩行」をテーマに市民ぐるみ運動を進めている。

まずは現状よりも１日の歩数を1000歩増やすことから、「プラスせんぽ」のキャッ
チフレーズの普及に取り組んでいる。

13

市民ぐるみ運動「プラスせんぽ」の推進

いつもの暮らしに
1日の歩数を1,000歩増やす
ことで、生活習慣病の予防や
介護予防、ストレスの解消な
どにつながります︕

＼「プラスせんぽ」でこんな良い事︕／



○ 市民ぐるみ運動 プラスせんぽ（身体活動・運動）

健康づくり推進者表彰「いきいきアワード」を創設し、主体
的に活動を行っている個人又は団体等を表彰。令和5年から、
歩く機会、歩数が増える取組に向けてプラスせんぽ賞を設けて
いる。
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健康長寿のまち・京都市民会議による普及啓発

健康づくりイベント「イオンモールでけんこうひろば」

市民会議協賛団体との連携の下、健康づくりを広く啓発する
イベント「イオンモールでけんこうひろば」をイオンモール京
都桂川で開催。

プラスせんぽとイオンモールウォーキングを連携したポイン
トラリーを実施。その他にも各種健康測定、熱中症対策啓発等
も同時に実施。

健康づくり推進者表彰「いきいきアワード」



○ 市民ぐるみ運動 プラスせんぽ（身体活動・運動）

開催期間：令和7年10月10日(金)~12月14日(日)
スポット：京都市内８箇所（京都市役所周辺エリア）
内 容：対象エリアを巡ることで、楽しみながら歩くこと

のできるイベント。全スポットでデジタルスタンプ
を取得した方に対して応募でインセンティブあり。
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プラスせんぽpresents 歩いてたのしむ京都デジタルスタンプラリー

事業周知と併せたプラスせんぽの普及啓発

チラシ、ポスターでの事業周知に加え、
30代から60代までのアクティブユーザーが
多いYouTube広告やGoogle広告を活用。

周知ではプラスせんぽの紹介動画や本市
ＨＰへの誘導など、普及啓発を同時に実施。

概 要



○ 区役所・支所保健福祉センターが市民の健康に関するデータを分析し、
地域課題を把握のうえ、課題や市民ニーズに応じた健康づくり事業を実施。

内容は、「運動」や「栄養」「歯と口の健康」「喫煙」「飲酒」等、
幅広いテーマで実施している。

○ 特に、糖尿病及び循環器病については、京都市の重点取組項目として、
各区役所・支所において食生活や運動等の生活習慣の改善にかかる健康教育や
保健指導等の取組を実施。

地域における健康づくり事業

糖尿病発症予防プログラム ＊京都市国保特定健診データから糖尿病予備群（HbA1c6.0〜6.4％）の方へ
個別案内を実施。

令和４年度 中京区、伏見区、醍醐支所（参加者計：４８名）
令和５年度 下京区、伏見区、深草支所、醍醐支所（参加者計：８９名）
令和６年度 上京区、中京区、東山区、右京区、西京区、深草支所（参加者計１２５名）
令和７年度 上京区、西京区、東山区

○ 糖尿病・循環器病に関する取組

16

令和６年度 下京区、南区、伏見区、醍醐支所（参加者計７８名）
令和７年度 北区、南区、右京区、伏見区、深草支所

循環器病発症予防プログラム



・最大５つの検診（胃・大腸・肺・乳・子宮）を１日で受診可能
・京都市国保や協会けんぽの特定健診と連携した同時実施あり
・実施会場 計５箇所

（施設内）京都予防医学センター
（検診車）京都テルサ・京都エミナース・パルスプラザ・西陣織会館

・令和７年５月から、オンラインでの予約申込を開始

●個別医療機関での検診実施
・身近な医療機関で受診できるよう、がん検診ごとに医療機関を指定して実施

実施医療機関数 ８４２機関 （令和７年１１月現在）
・胃がん（内視鏡） １４３機関
・胃がんリスク ４２２機関
・大腸がん ５３２機関
・乳がん ４２機関
・子宮頸がん １１５機関
・前立腺がん ６３３機関

○ がん検診受診率向上の取組（環境整備）

●がんセット検診



・40歳代偶数年齢の方へはがきを送付

○ がん検診受診率向上の取組（受診勧奨）

●はがきによる個別受診勧奨
・対象年齢の方に、京都市がん検診が無料で

受診できるクーポン券を送付
子宮頸がん（20・24・28歳）
乳がん（40歳）
胃がん（50歳）

●無料クーポン券事業



「京・けんこうひろば」は、市民の方に、楽しく効果的に健康づくりに取り組んで
いただくための、生活習慣に関する情報を発信

「プラスせんぽ」「栄養」「歯と口の健康」「禁煙」等、健康づくりに役立つ
情報を掲載

京・けんこうひろば

サイトへはこちらから⇒

○ 情報発信
（京都市健康づくり応援サイト「京・けんこうひろば」）

プラスせんぽのページを開設し、
健康づくりに便利なアプリやウォー
キングマップ、市内各所のプラスせ
んぽ動画等を紹介
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主な課題

・ 運動を定期的に行っている人の割合は男女ともに25歳〜44歳が最も少なく、
比較的若い年齢での運動習慣が少ない。

・ 糖尿病有病者及び予備群、高血圧は、加齢とともに増加。
また、男性においては、肥満の割合が40歳以降高くなっており、働き盛り世代に

対する生活習慣病予防の取組が重要。
・ 国の目標に対し、一日の野菜摂取量が下回り、一日の食塩摂取量が上回っている。
・ 健（検）診受診率が低い。

今後さらに充実が必要な取組

・ これまでアプローチの少ない「働き盛り世代」への取組の強化。
・ 健（検）診受診率向上に向けた取組の強化。
・ 健康無関心層に向けた情報発信・普及啓発の強化。
・ 各種団体・関係企業等と連携した普及啓発等、市民ぐるみでの取組の強化。

○ まとめ
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○ 部会での主な意見
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・ 健康づくりに取り組む方を増やすため、インセンティブを
設けるなど、動機付けの工夫が必要。

・ 運動は良いと分かっていても実施しない方が多い。
ナッジ理論の活用や、自然と動きたくなるような環境づくり
など、まちづくりも含めた検討をすべき。

・ 働き盛り世代をはじめ市民のがん検診受診率を上げるため、
周知方法の工夫が必要。

・ 市民の行動変容に向けて、啓発内容を分かりやすく、
伝えていくことが重要。


